
 

5月 14日（木曜日）1カ月ぶりにモリメイト活動再開 
【参加者：池本、梶川、北、芝田香、芝田美、杉、鈴木明、鈴木哲、中   計９名】 

 新型コロナウイルスの感染拡大により自粛していた

モリメイト活動を今日再開するこ

とができた。 

 まず、草ぼうぼうになっていた花

菖蒲園の草引きを行った。手鎌で花

菖蒲を傷つけないように丁寧に刈

っていくと生き生きとした大きな

株が顔を出してくれた。これで 6月

初めにはきれい

な花を咲かせてくれるだろう。モリメイトフィールド周辺の

草刈りも行った。抜けるような青空、新緑の香り、すがすが

しい風を感じながらの深呼吸と水分補給。心地よい瞬間であ

った。 

その後、公園内を散策する人にも花菖蒲を見てもらおうと

カブトムシの森の前の散策路沿いに案内板「花菖蒲園・くぬ

ぎの森の小径」を立て、場所が分かるようにした。 

5月 21日（木曜日）森林公園の境界線を歩く 
【参加者：池本、越智宏、越智美、梶川、上地、北、芝田香、芝田美、杉、鈴木哲、鈴木明、中 計 12名】 

午前中、森林公園の境界線を歩きながら道の状況や危険な個所はないか確認していった。 

少しずつ整備をしてきたこともあり、昨年に比べると歩きやすく道

に迷うこともなかった。小川にかけた橋が腐っていたり、倒木が道を

塞いでいたり、危険な個所が数か所見つかったので今後整備していく

ことにした。 
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 午後からは、モリメイトフィールドの「ク

ヌギの森の小径」沿いに、芝田さんが作って

くれた方位版を設置した。方位磁石で方位

を確かめ足を土に打ち込み固定させた。「ク

ヌギの森の小径」を散策する人の道しるべ

になればと。 

 

5月 28日（木曜日） 

13名、心地よい汗をかきました！ 
【参加者：池本、越智宏、越智美、梶川、上地、北、木谷、芝田香、芝田美、杉、鈴木哲、鈴木明、中 計 13名】 

 

 

 

秋の終わりから初冬に搔き集めた葉

が腐葉土になり、そのふかふかのベッ

ドの中でたくさんのカブトムシの幼虫

は育っているのだが成虫にお目にかか

ったことがここ数年ない。そこで一度

お目にかかったうえで飛び立ってもら

おうと網をかけることにした。 

そろそろササユリのつぼみが膨らんでくるこ

ろだろうと３か所あるササユリの自生地の様子を見に行った。つぼみを膨らませ

ている株が数本あり、１年目、２年目の小さな株も顔をのぞかせていた。まだま

だ群生地とまではいかないが、そこを目指し手入れしていくことにしよう。 

 

 

 

草がどんどん伸びていく

この時期に１カ月活動を自

粛していたのでモリメイト

フィールド周辺とクヌギの

植樹地の草は伸び放題であ

った。刈り払い機で刈り進

め、木の下などは手鎌で丁寧

に刈っていった。 

 暑い日ではあったが緑陰

を抜けてくる風が心地よく

感じられた。 

 

 花菖蒲園へ向かう小

径沿いに枯れかかった

コナラがある。上の方

が枯れ、太い枝が時々

落ちてくるという危険

な状態であったので伐

倒した。その他に枯れ

マツ５本を伐倒。 

ササユリ自生地の草刈り 

ビートルズベッドに網をかける 

枯れコナラを伐倒する 

モリメイトフィールド周辺

「クヌギの森」の草を刈る 

境界線を歩いて見つ

けたシライトソウ 


